
【 声明 】 新国立競技場整備計画経緯検証委員会の報告について 

 

２ ０ １ ５ 年 ９ 月 ２ ４ 日 、 文部科学省の第三者委員会である新国立競技場整備計画

経緯検証委員会 （ 柏木昇委員長ら六名 ） よ り 検証報告が出された 。 委員長は及第

点を貰える と自賛し ているが 、 ２ 年間にわた り 、 この問題について考え 、意見を

述べてきた当会に と っては納得しがたいものであ る 。  

 

１ 、 ＜ ヒ ア リ ングについて＞ 

 

関係者 ３ ４ 人の ヒ ア リ ングを短期間に行なった努力は多と し たい 。 しかし JSC 理

事長の諮問機関といいながら 、 新国立競技場のデザイ ン コ ン クール実施 、規模 、

用途 、敷地などを決め 、 さ まざまな要望を出し た有識者会議の委員全員には ヒ ア

リ ングを行な う べきであ り 、 その結果は責任の重大さに鑑み 、氏名と と もに 、公

表するべきであ る 。  

と り わけ意思決定の ト ッ プにあ る森喜朗オ リ パラ組織委員会会長やスポーツ WG

の小倉純二氏 、文化 WG の都倉俊一氏への ヒ ア リ ングがな されていないのは 、 と

う てい国民の理解をえ られる ものではない 。 なぜスポーツでの赤字を埋めるため

に文化イベン ト を行 う など と い う 愚かな考えを採用し 、 そのためにますます建設

費を高騰させてし ま う よ う な こ と になったのかについて 、 ま った く 検証されてい

ない 。 また解体に関する官製談合疑惑について も国民の関心事であ り ながらほ と

んど ヒ ア リ ング されていない 。  

 

２ 、 < コ ス ト について＞ 

 

これまでも 、 建設費高騰の原因について 、東北の復興などによ る人件費と資材の

高騰のため 、与条件が過大すぎるため 、 と い う 指摘はおおかたの一致する と こ ろ

だが 、 ザハ案のキールアーチなどの難易度の高いデザイ ンのため 、 と い う 指摘に

対しては 、 ザハ事務所は 、 「 日本のゼネコ ンには限られた競争しかない こ と 」 が

原因など と反論した 。今回の検証委の結論では 、結局どち らが事実なのかが明ら

かではない 。  

さ らに 「 東北復興の姿を見せる 」 のが大義名分のオ リ ンピ ッ ク工事のために東北

の復興が遅れてし ま う こ と を ど う 考えていたのか 、 東北復興やオ リ ンピ ッ ク関連

の再開発と資材人材の食い合いになって高騰する こ と を予見できなかったのか 、

関係者に聞いていない 。  

JSC は 「 招致に成功すればも う 少し高 く なって も許されるだろ う と JSC はいった 」

（ 文科省 ・ 今里課長 ） 「（ ３ ０ ０ ０ 億の試算に比べれば ） だいぶん下がったな と い

う 印象 」 （ JSC 鬼沢理事 ） と いった甘い考えであ り 、 一方文科省は 「 事業主体は

JSC.文科省は指導 、助言する立場 」 「 相談があれば乗る 」 と し て我関せずの冷や

やかな構えでいた こ と がよ く わかる 。 しかし全体にコ ス ト の こ とばか り ヒ ア リ ン

グ し た印象であ り 、 これほど複雑な問題が 「 プロジェ ク ト に関わった多 く の人が

真摯に仕事に取 り組んできた 」 と い う 一言で片付け られ 、 「 コ ス ト について国民



に言い訳するための検証 」 に矮小化されている印象が拭えない 。  

 

３ 、 ＜応募条件と改修可能性について＞ 

 

ト ッ プヘビー 、集団的責任体制 、意思決定権を もつプロジェ ク ト マネージャーも

広報担当者もいなかった 、 見直すべき タ イ ミ ングは招致決定後がチャ ン スだった

ろ う 、 などの結論には賛同でき るが 、私たちはそ も そ も ど う し て このよ う な応募

条件のコ ン クールを行なったのか 、 について知 り たい 。 「 ８ 万人 、開閉式屋根つ

き 、 陸上 、球技 、文化イベン ト と多目的 、高さ ７ ０ ㍍まで OK 、 歴史的 ・ 自然的

背景の配慮なし 」 と い う 応募条件はど こから出てきたのかの検証はない 。 いま ま

た 「 屋根なし 、 6 万程度 」 のス タジアムを作る と いっているが 、改修ではいけな

かった根拠は何なのか？  本当にレーンの数なのか 、 既存不適格なのか 、 またザ

ハ案でのサブ ト ラ ッ クの取 り 扱いはど う だったのか 、 その辺の枢要な問題を聞い

ていない 。  

行ったのは 、 「 プロ ジェ ク ト が紆余曲折した 」 過程の検証だけである 。 これでは

問題の根幹に迫る こ と にな らず 、 再び過ちを犯さ ないための検証にはな らない 。  

都内でも屈指の美しい景観を誇る公園エ リ アであ り 、 高さ １ ５ ㍍の風致地区 、 ２

０ ㍍高度地区で ７ ０ ㍍までの建築物を よ し とする コ ン クールの与条件自体のおか

し さ と 、 その後の都計審における後追い規制緩和について 、立案に関わった関係

者に ヒ ア リ ング し た ものの 、 結論を引き出せなかった 。  

そ も そ も新国立の改築そのものが神宮外苑地区の再開発を も く ろんだものではな

いか 、 と い う 国民の疑惑に答えていない 。  

 

４ 、 ＜無責任体制の原因について＞ 

 

多 く の JSC や文科省の職員が 、おかしい 、無理だ と思いながら 、 それを言える立

場 、変更を行なえる立場にない と思い こみ 、不可能な計画に突っ込んで行 く無責

任の連鎖は ヒ ア リ ングから見て取れる 。 このよ う な 「 凡庸な悪 」 はさ ながら旧大

日本帝国が戦争を回避できなかった こ と を想起させるが 、彼らがど う し て 、自分

の意見を上に上げられなかったのか 、 気づいた こ と を言明しなかったのか 、 国民

の意見に耳を傾けよ う と し なかったのか 、 国土交通省など建設のプロの助力を受

けないで縦割で実施し よ う と し たのか 、 などについてなんの結論も出せていない 。

われわれも何度か 、現場の関係者から 「 自分は判断でき る立場にない 」 「 上から

言われた こ と を粛々 と遂行する しかない 」 と い う こ と を聞いた 。国が誤った計画

を行な う と き 、 官僚たちが信念を持たず 、 それを止められない とすれば恐ろ しい

こ と であ る 。  

 

５ 、 ＜情報の発信について＞ 

 

「 十分ではなかった 」 と繰 り 返し ているが 、 それど こ ろか 、有識者会議の非公開

はじめ 、極端な秘密主義であって 、国民に対して久米設計に依頼した改修案 、有



識者会議の議事録やコン クールの審査過程など も 、広範な批判を受ける まで 、情

報公開を し て こ なかった こ と の検証も ない 。近隣住民や国民への丁寧な説得も説

明も意見公聴会も なかった 。 この点についてはも っ と強 く 検証 、批判されるべき

であ る 。  

 

 

６ 、 ＜無駄に使われた公金について＞ 

 

すでにザハ事務所 、日建設計など設計JV 、 発注者支援業務 、協力企業である大成

建設 、竹中工務店などに払われた報酬は60億を越える 。 彼らがいかに真摯に仕事

に取 り組んだにし て も 、 それが無駄になった こ と はまぎれも ない事実である 。 そ

れについては無駄な仕事を させられた人々に対して も謝罪が必要であろ う 。  

解体工事費などを含める と無駄に使われた公金は ３ ０ ０ 億 と の試算も あ る 。 これ

についての責任は 、文科相と次官が給料 （ 大臣俸給から議員歳費を除いた額の ６

カ月分など 、計約 ９ ０ 万円 ） を返上する程度で済むこ と ではない 。 国民が蒙った

被害の責任を誰が取るのか 、 検証を続けるべきであ る 。  

 

７ 、 ＜専門家や国民の意見を聞こ う と し なかった こ と について＞ 

 

２ ０ １ ３ 年夏の建築家槇文彦氏の批判 、秋の 「 手わたす会 」 の結成以降 、専門家

や国民の側からた く さんの警鐘 、要望や提言 、抗議を し てきた 。 そし てそれは メ

デ ィ アでも報道されたにもかかわらず 、 なぜそれを聞いた り 、 計画に取 り 入れた

り 、 あ るいは引き返すこ と ができなかったか 、 そのこ と について ヒ ア リ ングでわ

ずかに触れられているが 、 検証委は更に踏み込んで聞き取る こ と を し なかった 。

文科相自身 、 「 JSC か ら ２ ０ １ ５ 年の ６ 月まで 、 報告がなかった 」 と いっている

が 、 当会はなんど も文科相当人宛に問題を指摘してお り 、 それを本人が読まなか

ったのか 、 読んでど う 受け止めたのか全 く言及がない 。 検証委も これら国民から

の提言や要望を読んだのだろ う か？ 「 国民の意見を聞 く 」 と い う 首相の発言と著

し く 乖離し ている 。  

 

８ 、 ＜国民の信頼の回復について＞ 

 

政府は白紙撤回を明言しながら 、 後追いの神宮外苑地域の都市計画変更 、霞ヶ丘

アパー ト の住民追い出し 、道路廃止などについては 、 いっ さい見直さず 、相変わ

らず拙速でほ と んど誰も参加できないコ ン クールを進めている 。 その手法は前と

変わらない 。 これでは国民の信頼を得られよ う はずはない 。  

槇文彦氏も当会も 、 神宮の敷地に高さ ７ ０ メ ー ト ル 、 いざ と なれば ８ 万人も収容

でき る ス タ ジアムは巨大すぎる 、 と い う こ と をかねてから言ってきた 。 それに耳

を貸さず 、工期 と コ ス ト だけを優先させて建設すれば 、国民に信頼され 、 祝福さ

れる競技場にな り よ う がない こ と を こ こで予測してお く 。  

 



以上 、短い期間でな された こ と と はいえ 、検証委の報告は不十分な ものであった

と いわざ る をえない 。今後も 「 コ ス ト の乱高下以外のこ と 」 について 、 検証が継

続される こ と を強 く 期待し たい 。  

 

さ らに検証委報告からは離れるが 、 この時点でい くつか指摘し ておきたい 。  

 

１ ） こ の検証委の報告を またずに新しいコ ンペを設営 ・ 進行させたのは順序が逆

であろ う 。 検証を吟味し 、 「 失敗の本質 」 に学んで再ス ター ト させるべきであっ

た 。 そ う でない と検証委は単なるア リ バイづ く り になって し ま う 。  

 

２ ） 当報告を見て も 、 JSC に この大きなプロジェ ク ト を遂行する能力がないこ と

が明らかな現在 、 JSC を主体 と し て事業を続けるのは辞めるべきであ る 。  

 

３ ） 下村博文文科相と河野一郎理事長の辞任が伝え られるが 、 これも引責でな く 、

内閣改造や任期満了での辞任とい う 形にし た と こ ろなど も 、 いかにも日本的な曖

昧さや穏便に解決して水に流す意図がみえる 。  

 

４ ） JSC の新理事長には J リ ーグのも と チェアマン 、 元サ ッ カー協会の副会長大

東和美氏がき ま っているが 、 FIFAのワール ド カ ッ プを取るために 、 ゆ く ゆ く は ８

万人に増設でき る と い う こ と が新コ ン クールの与件になっている 。 彼はその利害

関係者であ り 、 公正中立を旨とすべき文科省管轄の独立行政法人の長と し てはふ

さわし く ない 。  

 

５ ） 新コ ン クールに応募でき るのは 、 ５ つのスーパーゼネコ ン と それ と組んだ建

築家 、設計会社 く らいで 、 も し極端に少ない応募しかないよ う であれば 、 コ ン ク

ール と し ては成立しない こ と に注意を喚起しておきたい 。  

 

６ ） 白紙撤回とい う 国家的大失敗のあ と で 、 あま り に狭隘な神宮の敷地に無理な

巨大ス タジアムを作る と い う 計画は断念すべきであ る 。 それは １ ９ ４ ０ 年の岸田

日出刀がすでに気づいていた こ と で も あ る 。 防災や交通計画 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド

などについて もほ と んど考え抜かれた様子はない 。  

 

２ ０ ２ ０ 年 、東京オ リ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ クは 、 IOC のアジェ ンダに従い 、

既存ス タジアムの改修で開催すべきであ る 。 そ し て今回の失敗を教訓に 、 物事が

闇の中で決定され 、国民の意見が反映されないシステムが 、 この機に変革される

よ う 切に望むものである 。  

 

 

 

２ ０ １ ５ 年 １ ０ 月 １ 日  

神宮外苑と国立競技場を未来へ手わたす会 


